
悲
し
み
に
寄
り
添
い
た
い

〜
自
死
者
追
悼
法
要
営
む
〜    
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一
日
が
終

わ
り
、
T
V

を
つ
け
る
と

悲
し
い
、
バ

カ
ら
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
次
々
に
報
じ
ら
れ

て
い
る
◆
日
々
の
報
道
を
見
て

も
、
事
件
、
事
故
が
続
き
終
わ

る
こ
と
が
な
い
。
偽
装
一
つ
取
り

上
げ
て
も
、
大
手
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー

ン
の
食
品
・
産
地
、
化
粧
品
・
医

薬
品
の
臨
床
デ
ー
タ
ー
、
宅
急

便
の
常
温
輸
送
、
銀
行
の
暴
力

団
へ
の
融
資
、
J
R
北
海
道
の

安
全
等
、
何
が
正
し
く
て
何
を

信
じ
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
◆
私
た

ち
は
利
害
・
不
正
に
走
り
信
頼

を
失
い
苦
し
み
、
い
つ
こ
の
渦

に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
恐
ろ
し
く
悲
し
い
現

実
の
中
に
い
ま
す
。
今
日
元
気

に
一
日
を
過
ご
し
、
お
念
仏
せ

ず
に
は
入
ら
れ
ま
せ
ん
◆
親
鸞

聖
人
が
『「
凡
夫
」
と
い
ふ
は
、

無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
身
に
み
ち

み
ち
て
、欲
も
お
ほ
く
、い
か
り
、

は
ら
だ
ち
、
そ
ね
み
、
ね
た
む

こ
こ
ろ
お
ほ
く
ひ
ま
な
く
し
て
、

臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
、
と

ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
』

と
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
、

今
更
の
よ
う
に
こ
の
身
に
突
き

刺
さ
る
思
い
で
す
。

高
砂
組  

真
浄
寺  

井
村
智
眼

「
人
生
を
生
き
切
っ
た
大

切
な
方
と
の
つ
な
が
り
を
感

じ
つ
つ
、阿
弥
陀
様
に
共
に

手
を
合
わ
せ
、安
心
し
て
生

き
て
い
く
た
め
の
力
を
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
」―
三
月
二

十
九
日
、兵
庫
教
区
と
し
て

初
め
て
の
、自
死
者
追
悼
法

要『
み
ほ
と
け
に
抱
か
れ
て
』

が
神
戸
別
院
本
堂
に
て
営
ま

れ
、二
十
名
の
参
拝
の
家
族

と
と
も
に
、い
の
ち
を
見
つ

め
る
大
切
な
時
が
過
ご
さ
れ

た
。年

間
三
万
人
近
く
の
人
々

が
自
死
さ
れ
る
現
実
の
中

「
自
死
で
大
切
な
方
を
亡
く

さ
れ
た
方
が
仏
様
の
前
で
手

を
合
せ
、安
心
し
て
胸
の
う

ち
を
語
り
合
う
機
会
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、

関
西
僧
侶
の
会
、東
京
僧
侶

の
会
の
支
援
を
頂
き
な
が

ら
、ビ
ハ
ー
ラ
兵
庫
十
七
名
、

教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
一

名
、教
区
特
別
法
務
員
協
議

会
十
四
名
、別
院
僧
侶
十
五

名
、計
四
十
七
名
が
教
区
よ

り
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。

雅
楽
の
厳
か
な
音
色
と
と

も
に
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中

法
要
は
執
り
行
わ
れ
た
。

法
要
後
に
は
、
互
い
の
胸

の
内
を
語
り
合
う
分
か
ち

あ
い
の
時
間
が
持
た
れ
、
ス

タ
ッ
フ
は
、
参
加
者
の
声
に

耳
を
傾
け
た
。

法
要
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
雅
楽
の
音
色
が
良
か
っ

た
」

「
ご
住
職
ま
で
ト
ラ
ウ
マ
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
、
と
心
配
に
な
る
よ
う
な

話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
場

が
あ
る
こ
と
は
、
言
葉
に
な

ら
な
い
救
い
で
す
」

「
死
因
の
違
い
だ
け
で
肩
身

の
狭
い
思
い
を
し
な
い
と
い

け
な
い
世
の
中
で
、
共
感
で

き
る
話
し
合
い
の
場
は
貴
重

で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

「
お
焼
香
の
時
に
父
に
あ
り

が
と
う
と
言
え
ま
し
た
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
で
き
れ
ば
来
年
も
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」
等
と
お
気
持
ち
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。

当日使用の冊子
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2014（平成26）年度 兵庫教区一般会計歳計予算
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

［歳入］

［歳出］

費　目 平成26年度予算額 平成25年度予算額 対比△減

歳　 入　 合　 計 130,262,000 148,118,000 △ 17,856,000

歳　 出　 合　 計 130,262,000 148,118,000 △ 17,856,000

款 項
賦 課 金
本年度賦課金
過年度賦課金
宗 派 交 付 金
各 種 助 成 金
地 方 事 務 費
願 記 冥 加 金
願 記 冥 加 金
会 費 収 入
会 費 収 入
繰 入 金
繰 入 金
雑 収 入
雑 収 入
繰 越 金
繰 越 金

69,650,000
69,400,000
250,000

28,045,000
18,645,000
9,400,000
5,500,000
5,500,000
2,580,000
2,580,000
9,110,000
9,110,000
8,877,000
8,877,000
6,500,000
6,500,000

69,600,000
69,400,000
200,000

28,115,000
18,515,000
9,600,000
5,500,000
5,500,000
3,200,300
3,200,300
27,192,091
27,192,091
1,907,578
1,907,578
12,603,031
12,603,031

50,000
0

50,000
△ 70,000
130,000

△ 200,000
0
0

△ 620,300
△ 620,300

△ 18,082,091
△ 18,082,091
6,969,422
6,969,422

△ 6,103,031
△ 6,103,031

1

2

3

4

5

6

7

1
2

1
2

1

1

1

1

1

教 化 事 業 費
実 践 運 動 費
基本計画推進費
キッズサンガ費
組 教 化 助 成 費
組教化助成費
会 議 費
会 議 費
宗 会 選 挙 費
宗 会 選 挙 費
教 務 所 費
職 員 費
事 務 所 費
維 持 管 理 費
災 害 対 策 費
災 害 対 策 費
回 金
回 金
予 備 費
予 備 費

39,677,000
37,477,000
100,000
2,100,000
3,600,000
3,600,000
4,940,000
4,940,000
30,000
30,000

76,710,000
69,910,000
5,800,000
1,000,000
2,200,000
2,200,000
500,000
500,000
2,605,000
2,605,000

39,097,000
34,997,000
2,000,000
2,100,000
3,470,000
3,470,000
5,340,000
5,340,000
317,160
317,160

86,832,091
79,892,091
5,740,000
1,200,000
7,600,000
7,600,000
500,000
500,000
4,961,749
4,961,749

580,000
2,480,000

△ 1,900,000
0

130,000
130,000

△ 400,000
△ 400,000
△ 287,160
△ 287,160

△ 10,122,091
△ 9,982,091

60,000
△ 200,000
△ 5,400,000
△ 5,400,000

0
0

△ 2,356,749
△ 2,356,749

1

2

3

4

5

6

7

8

1
2
3

1

1

1

1
2
3

1

1

1

費　目 平成26年度予算額 平成25年度予算額 対比△減款 項



寺
院
検
索
が
簡
単
に
！

―

教
務
所
HP
よ
り―

組
巡
回
終
わ
る

―

四
ヶ
月
か
け
全
組
巡
回―

ダウンロードできます『研修読本』

巡回の様子（神戸湊組）

3

教
務
所
・
別
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に『
教
区
内
寺
院
検

索
』機
能
が
加
わ
り
ま
し

た
。教
区
内
に
あ
る
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
の
寺
院

を
①
組
名
②
住
所

（
所
在
地
）③
寺
院
名

④
寺
院
名
読
み
⑤
寺

現
在
の
兵
庫
教
区
に
お
け

る
『
教
区
総
護
持
口
数
六
万

五
千
百
九
十
口
』に
つ
い
て
、

よ
り
公
平
な
各
組
へ
の
護
持

口
数
の
割
当
を
行
う
こ
と
が

出
来
な
い
か
、
教
務
所
長
、

那
波
組
長
会
長
、
教
務
所
職

員
が
教
区
内
全
三
十
九
組
を

巡
回
し
、
護
持
口
数
調
整
方

法
の
現
実
的
な
方
策
、
具
体

案
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た

だ
く
事
を
目
的
に
、
一
月
十

日
の
丹
波
三
組
を
皮
切
り
に

始
ま
っ
た『
教
務
所
組
巡
回
』

が
四
月
三
十
日
の
姫
路
西

組
を
最
後
に
終
了
し
た
。

巡
回
で
は
、
各
組
の
厳

し
い
現
状
を
始
め
と
し
、

組
内
で
も
地
域
に
よ
り
大

き
な
違
い
が
あ
る
事
、
将

来
を
見
据
え
た
調
整
を

行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る

事
な
ど
、
厳
し
い
ご
意
見
も

含
み
つ
つ
、様
々
な
ご
意
見
・

ご
提
案
を
頂
戴
し
た
。

今
後
、
教
区
に
於
い
て
は

頂
い
た
意
見
を
基
に
、
二
〇

一
六
年
三
月
末
日
の
第
三
回

門
徒
推
進
員
養

成
連
続
研
修
会

（
連
研
）
の
現
場

等
で
、
テ
キ
ス
ト

と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
『
研
修
読

本
』
（
作
成
：
兵

庫
教
区
）
の
改
訂

作
業
に
伴
い
、
教

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
研
修
読
本
の
期
間

限
定
公
開
（
平
成
二
十
七

年
三
月
末
迄
を
予
定
）
し

て
お
り
ま

す
。ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド
無

料
と
な
っ

て
お
り
ま

す
の
で
、

組
連
研
や

寺
院
で
の

研
修
に
て

ご
活
用
く

だ
さ
い
。

院
電
話
番
号
か
ら
、そ
れ
ぞ

れ
検
索
可
能
。

ま
た
、絞
込
み
検
索（
備

考
に
記
載
が
あ
る
寺
院
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
あ
る
寺

院
・
画
像
の
あ
る
寺
院
）も

可
能
。地
図
か
ら
地
域
を
選

択
し
て
、寺
院
を
検
索
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

寺
院
の
運
営
・
門
信
徒
へ

の
案
内
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

※

掲
載
情
報
の
変
更
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、教
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

護
持
口
数
見
直
し
期
限
ま

で
に
、「
教
区
護
持
口
数
調

整
委
員
会
」
に
て
調
整
の
有

無
を
含
め
、
さ
ら
な
る
調
整

方
法
の
検
討
・
調
査
を
行
っ

て
い
く
方
針
で
あ
る
。



教区だより

7 月

6 月

新
職
員
紹
介
　

退
　
職

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

4

（日）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（日）

（月）

（水）

（日）

1

4

5

6

7

8

15

16

18

22

仏壮第38回報告総会 丹波・但馬大会 丹波の森公苑 

布教団総会・研修会  10：30

御消息発布式（即如ご門主御消息） 本願寺 御影堂 15：30

法統継承式＜法要・式典＞　 本願寺 阿弥陀堂・御影堂 10：00

門推の日  10：00

第一土曜仏教講座（西沖元徳師 大阪教区天野南組西寳寺） 13：30

中仏つどい会  9：30

神戸別院常例法座（16日まで 藤朶義文師 新宮組浄教寺） 13：30

35周年記念旅行（20日まで） ハワイ 

全国布教同志会布教大会  8：00

神戸別院永代経法要（寳池龍祥師 多可組正福寺） 13：30

（木）

（金）

（日）

（土）

（月）

（木）

（金）

（火）

（木）

（日）

26

27

29

5

7

10

11

15

17

27 

十方会総会  15：00

仏婦平成26年度教区大会 姫路市文化センター 

門推総会並びに第57回研修会  10：30 

門推の日  10：30

第一土曜仏教講座（早島慧師 龍谷大学兼任講師） 13：30

別院仏婦定例法座  13：30

組長・副組長等合同研修会～11日  13：30

仏婦単位会会長研修会  

神戸別院常例法座（16日まで  森本光慈師 氷上西組正福寺） 13：30

総代会一泊研修会（～19日）  

第31回若婦人のつどい　  10：30

6月・7月

敬
　
　
弔

左
記
の
方
が
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
の
で
謹
ん
で
敬
弔
の

意
を
表
し
ま
す

奥
嶋
貞
惠
（
阪
神
北
組
西
方

寺
前
坊
守
）
平
成
二
十
五
年

十
二
月
十
八
日
九
十
三
歳

葦
原
良
子
（
氷
上
東
組
西
現

寺
前
坊
守
）
平
成
二
十
五
年

十
二
月
十
九
日
九
十
四
歳

長
岡
千
秋
（
姫
路
西
組
西
誓

寺
住
職
）
平
成
二
十
五
年
十

二
月
十
九
日
六
十
四
歳

佐
々
木
加
代
（
阪
神
北
組
圓

行
寺
坊
守
）
平
成
二
十
五
年

十
二
月
二
十
三
日
六
十
七
歳

藤
山
達
郎
（
神
崎
組
乗
德
寺

前
住
職
）
平
成
二
十
五
年
十

二
月
二
十
七
日
八
十
四
歳

藤
畑
義
朗
（
阪
神
東
組
専
念

寺
住
職
）
平
成
二
十
五
年
十

二
月
三
十
一
日
八
十
三
歳

建
部
淨
信
（
神
戸
湊
組
善
照

寺
前
住
職
）
平
成
二
十
六
年

一
月
二
日
八
十
七
歳

安
井
秀
真
（
養
父
組
願
照
寺

前
住
職
）
平
成
二
十
六
年
一

月
二
日
九
十
八
歳

宮
里
ト
シ
（
神
明
組
眞
宗
寺

前
坊
守
）
平
成
二
十
六
年
一

月
十
四
日
九
十
一
歳

田
中
法
劔
（
神
戸
湊
組
光
明

寺
前
住
職
）
平
成
二
十
六
年

一
月
二
十
一
日
九
十
四
歳

藤
本
周
慶
（
神
戸
西
組
金
楽

寺
住
職
）
平
成
二
十
六
年
二

月
十
一
日
七
十
六
歳

亀
岡
周
明
（
佐
用
組
長
永
寺

前
住
職
）
平
成
二
十
六
年
二

月
十
二
日
九
十
一
歳

西
山
實
圓
（
氷
上
東
組
西
福

寺
前
住
職
）
平
成
二
十
六
年

三
月
十
二
日
八
十
二
歳

天
児
篤
子
（
岡
山
北
組
正
行

寺
坊
守
）
平
成
二
十
六
年
三

月
十
七
日
百
歳

小
原
　
洋
（
網
干
組
専
念
寺

前
坊
守
）
平
成
二
十
六
年
三

月
十
九
日
八
十
五
歳

杵
築
俊
昭
（
佐
用
組
常
徳
寺

前
住
職
）
平
成
二
十
六
年
三

月
二
十
六
日
八
十
一
歳

村
上
ゑ
み
子
（
赤
穂
南
組
宝

専
寺
前
坊
守
）
平
成
二
十
六

年
四
月
十
日
九
十
五
歳

藤
田
ノ
ブ
（
神
明
組
覚
正
寺

前
々
坊
守
）
平
成
二
十
六
年

四
月
十
九
日
九
十
三
歳

畑
岡
三
代
子
（
多
紀
組
金
照

寺
前
坊
守
）
平
成
二
十
六
年

四
月
二
十
一
日
九
十
九
歳

大
西
茂
子
（
宍
粟
組
教
専
寺

前
々
坊
守
）
平
成
二
十
六
年

四
月
三
十
日
百
一
歳

長
安
章
俊
（
揖
龍
東
組
善
導

寺
前
住
職
）
平
成
二
十
六
年

五
月
四
日
九
十
歳

五
月
五
日
現
在
【
敬
称
略
】

『
第
五
十
一
回
兵
庫
教
区

少
年
連
盟
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
』
が
、
た
つ
の
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
沢
山
の

お
友
達
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

◆
主
催
／
兵
庫
教
区
少
年
連

盟
◆
期
日
／
平
成
二
十
六
年

七
月
二
十
四
日
（
木
）
〜
二

十
六
日
（
土
）※

二
泊
三
日

◆
会
場
／
網
干
組
政
源
寺
◆

対
象
／
小
学
一
年
〜
高
校
三

年
生
（
中
学
生
以
上
は
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
参
加
と

な
り
ま
す
）
◆
募
集
人
数
五

十
名
（
先
着
順
）
◆
参
加
費

／
一
名
六
千
円(

登
録
単
位

会
）
〈
未
登
録
単
位
会
は
一

名
八
千
円
〉
◆
申
込
締
切
／

七
月
十
日
（
木
）※

定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
◆
お
問

い
合
せ
／
教
務
所
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
係
☎ 

〇
七
八
（
三

四
一
）
五
九
四
九

四
月
一
日
付
で
渡
邊
氏

（
大
阪
教
区
此
花
組
佛
光

寺
）
が
書
記
・
承
仕
と
し
て

入
所
致
し
ま
し
た
。

　

三
月
三
十
一
日
付
で
、
西

本
慧
舟
氏
（
主
事
・
参
勤
）

が
退
職
致
し
ま
し
た
。
な
お

今
後
、
非
常
勤
職
員
と
し
て

教
務
所
事
務
の
補
佐
を
頂

き
ま
す
。

渡邊 顕誓 氏

〃

〃

わたなべ　あきちか


	193-1
	193-2
	193-3
	193-4

